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ABSTRACT. ここでは、 R.S. Palais による被覆ホモトピ一定理のデファイナブル版と
GE. Bredon による被覆写像柱予想の肯定的解決について考察する。

以下が RS. Palais [13] によって証明された被覆ホモトピー定理である。

定理 1([13] または II 73[1]). $G$ をコンパクト Lie群、 $X,$ $Y$ を $G$空間とし、 $X/G$ の任意

の開部分空間がパラコンパクトととする。 $f$ : $Xarrow Y$ を $G$ 写像とし、 $f’$ : $X/Garrow Y/G$

をその誘導写像とする。 $F’$ : $X\cross[0,1]arrow Y/G$ を軌道構造を保つ $f^{l}$ のホモトピーとする。

このとき、 $G$ ホモトピー $F:X\cross[0,1]arrow Y$ で $\pi_{Y}\circ F=F’\circ\pi x_{x[0,1]}$ を満たすものが存

在する。 ただし、 $\pi_{Y}$ : $Yarrow Y/G$ と $\pi_{Xx[0,1]}$ : $X\cross[0,1]arrow X/G\cross[0,1]$ は射影とする。

最初に上の定理をデファイナブルカテゴリーで考察する。
$\mathcal{M}=(\mathbb{R}, +, \cdot, <, \cdots)$ を実数体 $\mathcal{R}=(\mathbb{R}, +, \cdot, <)$ の順序極小拡張とする。 デファイナブ

ルは、 パラメータつきのデファイナブルを意味し、特に注意がなければ、すべて $\mathcal{M}$ 上で

考える。順序極小構造の参考文献として、 [2], [3], [15] などがある。
ここでは、デファイナブル写像はすべて連続とする。セミアルジエブリックカテゴリー

はデファイナブルカテゴリーのひとつであり、非可算個のデファイナブルカテゴリーが存
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在することが知られている ([14])。 デファイナブルカテゴリーとデファイナブル $C^{r}$ カテ

ゴリーは、 [4], [5], [7], [8], [9], [10], [11], [12] などにおいて研究されている。
$\mathbb{R}^{n}$ のデファイナブル部分集合 $G$ がデファイナブル群とは、 $G$ が群であって、群演算

$G\cross Garrow G$ と $Garrow G$ がデファイナブルであることである。 デファイナブル $G$ 集合とは、

デファイナブル集合 $X$ と $X$ 上のデファイナブル $G$作用 $\phi$ : $G\cross Xarrow X$ の組で $\phi$ がデファ

イナブルとなるものである。デファイナブル $G$集合間のデファイナブル写像がデファイ

ナブル $G$写像とは、 $G$ 写像となることである。

ここでは、特に注意がなければ、 $G$ はコンパクトデファイナブル群とする。

定理 2(1.1 [12]). 任意のデファイナブル $G$集合は有限個の軌道型しかもたない。 口

デファイナブル $G$ 集合 $X$ と点 $x\in X$ に対して、軌道型 $(G/G_{x})$ を対応させること

ができる。 これを tyPe$(G/G_{x})$ と書く。 $x,$ $y\in X$ が同じ軌道型をもつとは、 $G_{y}kG_{x}$ が

共役であることである。対応 $xrightarrow type(G/G_{x})$ を $X$ の軌道型という。 $X$ の軌道型は、

$x\in X/Grightarrow type(G/G_{x})$ を誘導する。 これを $X/G$ の軌道構造という。 .

定理 3([6]). $G$ をコンパクトデファイナブル群、 (X, $X^{-}$ ) をデファイナブル $G$集合とその

閉デファイナブル $G$集合の組とし、 $Y$ をデファイナブル $G$集合とする。 $F’$ : $X/G\cross[0,1]arrow$

$Y/G$ を軌道構造を保つデファイナブルホモトピーとする。$F’|X/G\cross\{0\}\cup X^{-}/G\cross[0,1]$がデ

ファイナブル $G$写像 $F_{0}$ : $X\cross\{0\}\cup X^{-}\cross[0,1]arrow Y$ にもちあげられて、$\pi_{Y}\circ F_{0}=F’\circ\pi_{Xx[0,1]}$

を満たすとする。 ただし、 $\pi xx[0,1]$ : $X\cross[0,1]arrow X/G\cross[0,1]$ と $\pi_{Y}$ : $Yarrow Y/G$ を

射影とする。 このとき、凡のデファイナブル $G$ 拡張 $F$ : $X\cross[0,1]arrow Y$ が存在して、

$\pi_{Y}oF=F’\circ\pi x\cross[0,1]$ となる。

予想 4. (被覆写像柱予想 (P98[1])). $G$ をコンパクト Lie群、 $W$ をコンパクト $G$集合と

する。 $W/G$ は軌道構造を円柱の底の生成元にそって一定値となるような写像柱の形とす
る。 このとき、 $W$ はある $G$ 写像の写像柱に $G$ 同相である。

ここでの次の目標は、 上の予想の相対デファイナブル版を考察することである。

定理 5([6]). $(B, A)$ をデファイナブル集合の組で、 $A$ は $B$ の閉集合とする。 $W$ をデファ
イナブル $G$集合で、射影 $\pi$ : $Warrow B\cross[0,1]$ は、 各 $b\in B$ に対して、 $\{b\}\cross[0,1$ ) 上の

軌道構造が一定とする。 (X, $X^{-}$ ) をデファイナブル $G$集合の組で、 $(\pi^{-1}(B\cross\{0\}),\pi^{-1}($

$A\cross\{0\})$ にデファイナブル $G$ 同相で、射影 $\pi_{X}$ : $Xarrow B$ をもつとする。デファイナブル
$G$写像 $\phi;X\cross\{0\}\cup X^{-}\cross[0,1]arrow\pi^{-1}(B\cross\{0\}\cup A\cross[0,1])$は射影と可換とする。 このと

き、 $\phi$ はデファイナブル $G$ 拡張 $\overline{\phi}$ : $X\cross[0,1]arrow W$ で射影と可換となるものが存在する。
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$X,$ $Y$ をデファイナブル集合とし、 $f$ : $Xarrow Y$ をデファイナブル写像とする。 $f$ がデファ

イナブル固有とは、 $Y$ の任意のコンパクトデファイナブル部分集合 $C$ に対して、 $f^{-1}(C)$

がコンパクトととなることである。

次の定理は、予想 4のデファイナブル版である。

定理 6([6]). $G$ をコンパクトデファイナブル群、 $W$ をデファイナブル $G$集合とする。 $W/G$

は、 円柱の底の生成元にそって一定値となるようなデファイナブル固有写像によるデファ
イナブル写像柱の形とする。 このとき、 あるデファイナブル固有 $G$写像の写像柱にデファ
イナブル $G$ 同相である。
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